
 

                                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

識別：ID プレートに黄色のシールを貼付する。 

注：     は交換する部品を示す。 

乗降扉において、アウトハンドルの設計が不適切なため、アウトハンドルを引いた際、吸湿

して膨張した可動部がハンドルケースと干渉し、引っ掛かり、初期状態に戻らないことがある。

そのため、扉が確実にロックされず、最悪の場合、走行中に扉が開くおそれがある。 

改善箇所説明図  

改善の内容 

全車両、対策品のドアアウトハンドルに交換する。なお、改善措置用部品の準備に時間を要する

ことから、使用者に不具合の内容を通知して注意喚起を行い、準備が整い次第、再度入庫の通知を

する。 
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